
2019年2月18日～22日　ＷＥＢアンケートにて実施 回答数＝１００名
（回答率　38％）

◆設問１
SDGs（持続可能な開発目標）について、その重要性を
どのように捉えていらっしゃいますか？
最もあてはまるものを一つお選びください。

① 社会的にも自社にとっても重要である 79

②
社会的に重要であると認識するが、自社とはそれほど
関係ない

18

③ 社会的にも自社にとっても重要でない 0

④ SDGsに興味がない 1

⑤ SDGsを知らない 2

◆設問２
SDGs（持続可能な開発目標）について貴社では何らかの
取り組みを実施していますか。
最もあてはまるものを一つお選びください。

① 企業理念・経営理念・行動指針に反映している 21

② 経営戦略・中長期経営計画に反映している 13

③
企業理念・経営理念・行動指針に反映させようとして
いる

10

④ 経営戦略・中長期経営計画に反映させようとしている 9

⑤ どのように取り組むかの検討をしている 23

⑥ どのようなものなのか学ぶ取り組みをしている 9

⑦ その他 2

⑧ 特に何もしていない 12

(未回答１）

◆設問３
SDGsを企業活動に取り込む（または取り込もうと
検討している）理由は何ですか。
最もあてはまるものを一つお選びください。

① 企業価値の向上 29

② 自社のサステイナビリティ戦略と一致 23

③ 将来的なビジネスチャンス 15

④ CSR推進の一環 19

⑤ 多様な人材確保のため（若年層、女性、外国人など） 5

⑥ 社会と市場の安定 3

⑦ 投資家対応 0

⑧ 特に取り組もうとは思わない 6

（次ページにつづく）

中部経済同友会　会員アンケート『1000人の声（第10回）
「SDGs（持続可能な開発目標）に関するアンケート調査」

①
21%

②
13%

③
10%

④
9%

⑤
24%

⑥
9%

⑦
2%

⑧
12%

0 5 10 15 20 25 30 35

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

0 20 40 60 80 100

①

②

③

④

⑤

①②すでに何らかの取り組み中 34％
③～⑥何らかの取り組み検討中 51％
⑧特に何もしていない 12％

大多数の経営者がSDGsの理念に共感

既存事業の延長線上でのSDGs活用を考える
企業が大多数。SDGsを新たなビジネスチャンス
と捉え、変革の契機とする企業はまだ少数か。



◆設問４
SDGsに掲げられた17項目のうち、貴社が重点的に取り組みたいと
考えるものを最大３つお選びください。

① 貧困 4

② 飢餓 0

③ 健康と福祉 27

④ 教育 20

⑤ ジェンダー平等 7

⑥ 水と衛生 0

⑦ クリーンエネルギー 27

⑧ 働きがい・経済成長 52

⑨ 産業と技術革新 41

⑩ 国内および国家間の不平等 2

⑪ まちづくり 14

⑫ 持続可能な消費・生産 0

⑬ 気候変動対策 14

⑭ 海洋・海洋資源 3

⑮ 陸上生態系の保護 0

⑯ 平和・公正 3

⑰ ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによる目標達成 0

◆設問５
SDGsに取り組むうえでの障害、課題は何だと思いますか。
最もあてはまるものを一つお選びください。

① 社員、中間管理職の関心度、理解度 34

② 事業との紐付け 25

③ リソース（資金・人手）不足 5

④ 進捗、評価の定量化 11

⑤ 社会一般での認知度 9

⑥ 収益とのバランス 14

⑦ その他 2

◆設問6
SDGsへの理解促進、事業への取り込みを実施するうえで、
どのような機会、ツールが有用とお考えですか。
あてはまるものを全てお選びください。

① 有識者、専門機関による講演・勉強会（主に経営層） 30

② 社内浸透のための社員研修（担当人材育成のため） 35

③ 先進取り組み企業の事例紹介、見学 40

④ 課題現場の視察 11

⑤ 学校や教育現場での学習（若年層からの理解） 16

⑥ その他 2
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SDGsへの統合的推進は大きな成長と利益を
もたらす。（世界経済フォーラム推計では、
12兆ドルの価値と３億８千万人の雇用創出）
SDGs推進と経済成長の相乗効果が期待される。

社内浸透と、17目標を整理し、どの事業へ
取り込むのかに悩む企業。

事例紹介など勉強会の提供が望まれる


